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佐賀県武雄市と
「災害時相互応援に関する協定」を締結

　大規模災害時には、市境を超えて広範囲な地域が被災する可能性が

高いため、隣県の公共団体との協力体制が重要です。防災協定において

は、同時被災の可能性が低く、かつ、日帰り程度で往来できる距離の範

囲内にある自治体と相互応援することができれば、より速やかな対応及

び継続的な応援が可能となり、ひいては被害の軽減、減災につながるの

ではないかと考えます。今回、楠田太宰府市長と小松武雄市長が大学の

同級生という縁もあり、佐賀県武雄市と協定締結に至りました。

　本協定では、災害ボランティアのあっせんや災害避難者の受け入れを

応援内容に新たに加えることで、被災市へ実効性のある支援が可能にな

ります。

　この協定を機に両市の職員の交流も図りながら、災害時の応急対策

および復旧対策について意見交換を行い、適正な災害対応に備えてまい

ります。

　市では、今後も多種多様な業種の団体・企業などと協定を締結してい

きます。

　「どちらにお住まいですか」、「太宰府です」、

「良いところにお住まいですね」……これは転勤

先の他府県での会話である。しかし当時私は、太

宰府のことをあまり知らないでいた。

　1970年代後半からの空前の貿易黒字は土地投機に流れて土地は永

久に上がり続けるといういわゆる「土地神話」が生まれ、庶民はマイ

ホームを持てなくなるという連日の報道を覚えている。その最中、マイ

ホームを夢見ていた私が建売住宅の抽選会場に彷徨い込んで、当選く

じを引き当てたのが太宰府（西のはずれ大野城市との境）に住む発端と

なった。当初は、単にベッドが太宰府市にあるくらいの認識でしかな

かったが、自治会の役員などをやるようになり、隣人、地域と接するにつ

れ、「地域が良くなれば日本が良くなる」と考えるようになって、次第に太

宰府に愛着を覚え、高台から宝満山から四王寺山を一望すると何とも心

豊かな気分になり、太宰府に居を構えて良かったと思うようになった。

　この度の令和が太宰府に大変縁のあるものだと判明した瞬間、万歳

と叫んでしまった。
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